
〇自分の考えを積極的に表現しようとする姿が多く見られるようになった。
〇相手の話を聴き、あいづちや質問をする姿が多く見られるようになった。
〇10月までの貸出冊数が前年度より11％上昇した。（34,664冊→38,481冊)

具体的な取組みの内容

取組みを通しての子どもの変容

〇ルーブリックやつけたい力を明確にした授業づくり
〇単元の中に学校図書館・図書活用を位置づける

取組みの概要・ポイント

・自分の思いや考えを表現する力
・図書での情報の収集や活用をする力

つけたい力

テーマ：自分の言葉で表そう ～伝えたいをカタチに 伝わったを実感に～
令和７年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

言語能力をはぐくむモデル校
大阪狭山市立東小学校

学校図書館の活用・図書委員会との連携

〇調べ学習
単元に関連する図書を学年に貸し出し、学級や学
年フロアにコーナーを設置。授業の中ですぐに図
書で調べられる環境を作ることで、学びの選択肢
を広げられるようにしている。

〇学校司書との連携
学習内容に応じて、授業に参加したり、動画で説
明したりすることで図書の活用例を示し、積極的
に児童が図書を使えるようにしている。

〇図書委員会の活動・企画
毎日の図書館放送、本のクイズラリーや栞の作成、
表彰状の作成、各学級へ読み聞かせに行くなど、
図書行事やイベントを主体的に行っている。

授業の構造化

〇６年間を意識したスキルの習得・活用
卒業時につけてほしい姿を共有し、そこから各学年
の発達段階に応じた学び方のスキルの習得・活用を
めざしている。

〇学習のゴールを示す
児童に単元計画や学習のゴール、ルーブリックなど
を予め示すことで、見通しを持ち、つけたい力を明
確に意識できるようする。

〇相手を意識した言語活動を学習活動に位置付ける
さまざまな教科に言語活動を取り入れる。習得した
スキルの中から最適な発信方法を選ぶ。自分の思い
や考えが伝わったことを実感できるよう、話す対象
を明確にし、話す・聞くときのポイントを示してい
る。

学び方スキルの習得から活用までのイメージ図 東小 言語体系表 概要図

東小 言語体系表 詳細図

〇言語体系表の作成
「児童の実態」・「学習指導要領」・「大阪府情
報活用能力ステップシート」から「計画」「学校
図書館の活用」「ICT機器の活用」「地域未来の学
習」の４点を軸とした本校独自の体系表を作成し、
言語能力を育むための系統立てた指導を行ってい
る。

系統性を意識した指導
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